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幸手市製造業者実態調査及び企
業ガイドブック作成事業

　市内全製造業を対象とした調査を実施することにより、製造業者の実態
を図ることができた。
　また、「幸手市ものづくり企業ガイドブック」を作成したことにより、
掲載企業のＰＲが図れた。

学生交流事業

　市内及び近隣高校・大学との職場見学会を実施することで、後継者の確
保及び企業やものづくりへの関心を高める。
　平成31年3月に企業訪問を実施予定であったが、大学が春休み中となるこ
とからスケジュールが合わず実施ができなかった。

「幸手ブランド」認定事業
　優れた製品等を「幸手ブランド」として認定し、その魅力を市内外に情
報発信することにより、本市の知名度の向上及び地域の活性化を図るた
め、「幸手ブランド認定取扱要領」を策定した。

成果検証を踏まえた
今後の改善策

　令和元年度中に学生と市内企業との交流事業を実施することとする。

実施事業について
十分に成果が認められた点

　製造業者の実態調査を実施したことにより、市内製造業の詳細を把握す
ることができた。

実施事業について
成果が不十分である点

　当初の事業内容では、高校生や大学生との交流事業を実施する予定で
あったが、実施ができなかった。

【成果検証の総括・改善策の検討】
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